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第 一・ 脊椎 「カリェ 勺 及 ビ幣 迫性 脊髄 炎二績 激

セル例

∂

第一章

結 核 性 胎 脊髄 膜 炎 ハ小見 期及 ピ青年 期 二多 ク螢

來 シ、 他 臓 器 ノ結 核 殊 ∴肺 、 淋 巴腺 等 ノ結 核 二

績 登 スル モ ノ ト、 全 身粟 粒 結 核 ノー部 現 象 トシ

テ來 ル モ ノ トァ リ。 ソ ノ病 憂 ハ磯 軟 膜 殊 ニ ソ ノ

磯 底 部 ノ血 管 周 園 二好 装 シ、 脊髄 軟膜 、 硬 磯膜

脈 絡 膜 等 ニモ及 ピ、畷 脊髄 液 、 購 室 液 ノ感染 テ

起 ス。 畷 室 ハ多 クハ披 張 シテ渦 濁 セ ル漿 液 テ満

タ シ、 内歴 ノ充 進 一 ヨ リテ磯 廻 轄 ハ】唾迫 セ ラ レ

種 々 ノ刺 戟 症 状 テ惹起 入。

本症 ノ登 現 二當 リテ ハ頭 痛 、 食思 不振 、 嘔 吐 、

不 眠 等 ノ前騙 症 駄 テ見 ル コ ト多 シ。次 デ刺戟 期.

麻 癖 期;入 リ、 概 ネ前 騙 症 駄 登 來 ヨ リ2週 間 前

後 ニ シテ死 ノ轄 蹄 ラ トル モ ノ ・如 シ。 島 薗 α,氏

ニ ヨ レバ、1903--1930年 ノ間 二三浦 、島薗 内科

二入院 セ ル59例 中治 癒 セ シモ ノ1例 モ ナ シ ト

イフ。 療 法 トシテ モ何 等特 別 ナル モ ノ ナ ク、 嘗

緒

第二章 症

第 一 脊 椎 「カ リ エ ス」及 ビ腿 迫

性 脊 髄 炎 二績 螢 セ ノレ例

患者、 小林氏、24歳 、女、(北海 道石 狩國)。

入院、1411X、1932。 退院、26/Vll、1933。

圭 訴、脊桂 ノ崎形、 雨下肢 ノ蓮動障碍、腹部、腰部及

ビ雨下肢 ノ「シビレ」感及 ビ知畳過敏、 膀胱 直腸障碍。

次

第 二 慢性金 身結核 進行中 二叛現セル例

策三章 繕 括及 ビ考案

策四章 結 論

文 献

論

テ沃 度 剤 、 臭素 剤 、 「ウ ロ トロ ピ ン,等 推 奨 サ レ

タ リ シモ数 果 ハ期 スベ カ ラズ、 腰 椎 穿 刺 モ軍 二

症 状 緩 解 ノ目的 ニ テ行 ハル ・二過 ギズ。

然 ル ニ近 年 漸 ク腰 椎 穿 刺 反覆 ニ ヨル本 症 治験 報

告 テ散 見 ス ル ニ至 レ リ。 即 チRiebold氏{Ut・ ・

24同 ノ腰 椎穿 刺 ニ ヨ リ テ1例 ラ、 又Starck{3)

氏 ノ提 唱 セル蜘 蛛 膜 下'ツ ベ ル ク リ ン」注 入 法 ニ

ョ リテBacigalupo(1,氏 ハ2例 テ、Wiese(5)

氏 ハ1例 テ治 癒 セ シメ タ リ トイフ.然 ル ニ我 ガ

國 ニ ア リテハ 未 グ カ ク ノ如 キ 報 告 アル テ 薙 カ

ズ。

我 ガ有 馬 内科 教 室 二於 テ ハ、 昭 和7年 高橋 朝 野

氏 ハ腰 椎 穿 刺 ニ ヨ リテ1例 ラ治 癒 セ シメ タ リ。

余 モ亦 昭和9年 同 法 ニ ヨ リ3例 中1例 テ治 癒 セ

シメ得 タル ラ以 テ、 恩 師有 馬 教 授 ノ命 ニ ヨ リ、

嚢 ノ高 橋 氏 ノ例 ト併 セ弦 二報 告 ス,レ次 第 ナ リ。

例

家 族 歴 父 胃癌 ニ テ、母 肋 膜 炎 ニ テ何 レモ死 ス。 其他

二特 記 スベ キ コ トナ シ。

既 往 症17歳 ノ時 肋膜 炎 ヲ患 フ。

現 症 歴1930年11月 腰 部 二鈍 痛 、 腹 部 二緊 張感 ヲ魔

;・・。翌 年4月 ヨ リ札 幌 市 立病 院 二於 テ脊 椎 「カ リエ ヌ」

ノ診 噺 ノ下 二 「ギ プ ス 」療 法 ヲ受 ケ テ輕 快 セ シガ、6月
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退院後之 ヲ腰 セ シ ヨ リ再 ビ悪 化 シ、 翌1932{r1刀 頃

ヨ リ圭訴 ノ症 状 験 來 シ途 二起 立 ス ル能 ハ ザ'レニ至 ・し。

9月9日 本 院 外來 ヲ 訪 レ、14日 脊椎 「力 ・,エAJ及 ビ

歴逼 性脊髄 炎 ・診 噺 ノ下 二入院 ス。

入 院時 所 見 龍 格 中 等榮 養 良 、但 シ四肢 筋 バー・糠 二萎

縮 ス.脈 搏 正 常。 瞳 孔 反 慮遅 徐 。 胸 部 二著 墜 ナ シ。脊

桂 ・・第 入 胸 椎 強 直 亀 背 ヲ呈 シ歴 痛 、打 痛 及 ビ1ド直脛 痛

ア リ。 腹 部 緊 張 膨 満 ス レ ド波 動 及 ビ鼓 腸 ヲ誼 明 セ ス。

下肢 ノ能 動 的運 動 ハ不 能 ナ リ。知畳 ハ第 四胸 椎 赫経 領

域以 下鈍麻 シ下 方 二 至 ル ニ從 ヒ弧 ク、為～十 一胸 椎 以 下

ニテ・・全 ク醗 失 ス,膝 蓋 腱 反 射 充進 シ、膝 蓋 摘 搦 弱 陽

性、 足擶 搦 明瞭 、∠と吟 スキ ー氏 現 象 ヲ 見 ル。

脊髄 「レ ン トゲ}」 所 見、 結 核性 病 憂 ハ第 八 、第 配及 ビ

第十胸 椎 ノ3個 ・椎 禮 二亙 呼、第 入 及 ビ第 九 椎盟 ・・特

二著 ジク扁 雫 トナ1)、 ソ ノ上 下輪 部 ノ・不 規 則波 状 ヲナ

シ、海 綿 状構 造 粗 大 トナ リテ大 部 ・・明瞭 ヲ歓 ク。 第 入

胸 椎椎 饅 ノ右 側 、第 九胸 椎 椎 饅 ノ雨 側 横 突 起 基部 二小

指 頭大 、不 規 則 ナ,レ濃 斑 影 ヲ認 ム。 同様+,レ 陰 影 ・・第

入及 ビ第 九 胸 椎 椎 饅 右 横 突 起 間 ニ モ認 メ ラル。第 入 乃

至第 十胸 椎 椎 饅 間 腔 ノ・狭 小 トナ リテ、コ ノ3個 ハ殆 ン

ド接著 ス。馳第 十 胸椎 椎饅 ノ海 綿 状 構 造 モ粗 大 トナ リ、

所 々不鮮 明、且 ツ ソ ノ上 下 絵 特 二上 縁 ・・不 規 則波 状 ヲ

呈 ス。第 七 椎 饅 下 繰 ノ左 方 モ亦 少 シク朦 朧 タ リ。

「リピオ ドー,レ」ノ・第 七 胸 椎 椎 膿 中央 部 二 停 潜 シテ以

下 ノ部 分 ニノ・ソ ノ陰 影 ヲ認 メ ズ。

贋 脊髄 液 所 見

勧屋125粍 水 厘i、7蛭 探 取 終 堅80粍 、 外 見 ・・水 様 透

明、陽 光 塵及 ビ「ブイ ブ リ ン」凝 塊 ヲ認 メ ズ。 反 磨 ・・弱

「アJレカ リ」性
、 比 重1008.蛋 白 含 量0.02%、 細 胞 数

3、 パ ンヂ ー氏 反 磨 及 ビ ノ ンネ、アベ ル ト氏 第 …反 慮

共 二陰性 、 染 色 鏡 槍 上 結 核 菌 陰 性 ナ リ。

血液像

赤血球

血色素

白血球

aSJ、1三性嗜好性白血球

「エオジ ン」0蓄好1》1三rl1血」求

中性嗜好性桿状 核白血球

中性嗜好性分葉核 白血球

淋 巴 球

大胆核白血球及 移行型

赤血球沈 降速度(ウ.

581.0000

70'乞

7800

1.O%

0.5ウ6

3.5タ 。

47.5%

41.0%

6.5%

ス テ,レク'レン氏 法)

30分 一4粍 、60分 一一11粍 、120分 一29粍

ワ 、.セルマ ン氏 反 慮 陰性

喀 疲 、 尿及 ビ便 異常 ナ シ

臨 抹 縄 過

入 院 以 來髄 温 屡;38℃ ヲ超 工、 硬 秘 勝 チ ニ シテ食 慾

及 ビ 睡 眠 ハ 時 障々 碍 サ'レ。10J]5日 ヨtJtギ プス、

ベット」二静 臥 セ シム。11刀 上 旬 ヨ リ知 畳 徐 々 二恢 復

シ、 下 肢 ノ蓮 動 能 モ恢 復 シ、 殆 ン ド無熱 トナ リシ が,

11刀28日 獲 熱 ヲ件 ・・ズ シテ頭 部 劇 痛 及 ビ頻 同 ノ嘔 吐

ア リ、 顔 貌 蒼 白、擶 食 シ得 ズ。 瞳 孔 縮 小 シ封 光 反 慮遅

徐 トナ リケ ルニ ッ ヒ氏 徴 候 現 レ、頭 痛 ノ・其 後 モ加 ハ,レ

ノ ミ。12月1日 腰 椎 穿 刺 ヲ行 ヒ.結 核 性 膀 脊 髄 膜 炎1・

決 定 ス。4日 後 頭 下 穿 刺 ノ後 症 状 少 シ ク緩 和 ス。8日

左 眼 底 二笹 血 乳 頭 現 レ覗 力 障 碍 ア リ。同 日第3同 穿 刺

後 病 勢 ノ・次 第 二衰 ヘ タ リ。18日 再 ビ頭 痛 激 シ ク嘔 吐

ヲ績 ケ タ ル モ第4回 穿 刺 後 ノ・全 ク輕 快 セ リ。

患 者 ・・共 後 脊 椎 「カ リ山 λ」及 ビ 歴 迫 性 脊髄 炎 ノ 症 状

モ次 第 二快 方 二向 ヒ、 翌1933年7月 退 院 ヲ許 可 サ レ

タ リ。
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患K-4ミ 良 氏 、18歳 、 男、(1ヒ セ毎韮i1ヒSL國)o

入 院 、231V、1934。 退 院、13/VI、1935。

圭 訴 獲 熟、 頭 痛 、 右 胸 痛 。

家 族 歴 父 贋 二肋 骨 「カ リ占 ス」二椛 リン コ トア リ。現

在 動 朕 硬 化 症 ヲ患 フ。 母共 他 健 康 。

既ll症1933年11刀 描襟 突 起 炎 ニテ 小樽ili立 病 院 二

入 院 、保 存 的 療 法 ニ ーaリテ帆 快 セ シ が、入 院 中紳 尖iカ

タ ノレ」ノ診 噺 ヲ受 〃。12月 左 第 四 肋冊1カ リ」-7・」ニテ

T・術 ヲ受 ケ、 叉1934年1刀 蹴 悌 突 起 炎 再 獲 シ、 手術

ノ後 快 億 ス。

現 症 歴1934年4刀15日 突 然 號 熟39.20C、 頭 痛 及

ビ右 胸 痛 ア リ、咳 歎 ヲ訴 フ。 某 繋 ノ治 療 ヲ受 ケ シモ 快

癒 セ ズ。5月19日 本 院 外來 ヲ訪 レ右 側漁 性 肋 膜 炎 ト

決 定23日 入 院 ス。

入 院 時 所 見 燈 格 中等 搬 育 均 齊 榮 養 良 、顔 色 少 シ ク蒼

白、脈 捕 稚1頻 倣 。 右 胸 下部4分3濁 音 ヲ呈 シ呼 吸 音

及 ヒ聲 音 振 盤 清 失 。 心 臓 正 常 。腹 部 ・・廻 盲部 二歴 痛 ア

,レ他 著 愛 ナ シ。 膝 蓋 腱 反 射 正 常 。

胸 部 「レ ン トゲ ソ」所 見 左 肺 正 常 。右 肺 門部 ノ・鶏 卵大

腫 瘍 状 、肺 紋 理 一 般 二堆 強 ス。 右 鎮 骨 下 中央 部 二肺 門

影 ト連 レル浸 潤 影 ヲ認 ム。右 肺 下部 梱 濁 ス レ ド明瞭 ナ

ル滲 出液 陰 影 ヲ認 メ ズ。

血 液 像

赤血 球458.0000

血 色素100%

白血球5350

「エ オジソ」嗜好性 白血球

中性噌 好性桿状核 白血球

中性噌好性分 葉核 白血球

淋 巴 球

ノ、耶核 白血球及移行型

赤血球沈降 速燦

1,5%

7.0%

55,5%

30.5%

6.5%

30分 一71粍 、60分 一96粍.120分 一一110tc。

マ ン トー 氏 反 患 弧 陽 性

喀 媛 、 尿 及 ビ便 異 常 ナ ン

臨 肱経 過

入 院 後39℃ 前 後 ノ高 熱 持 績 セ ンが約2週 間 後解 熱 ・y

肋 膜 穿 刺 モ陰 性bナ リ漸 次 快 方 二向 ピタ リ.然'レ ニ6

月25.6日 頃 ヨ リ頒 温 再 ビ上 昇 シ來 リ、29日 朝 突 然 頭

部 劇痛 ヲi訴へ 厳 同 嘔 吐 ス。翌 日ケ'レ ニvヒ 氏 徴 候 現 レ

腰 椎 穿 刺 ノ結 果 結 核 性 胴 脊儲 膜 炎b診 噺 ス。7月2日

第2同 腰 帷 穿刺 、 高1ノ ・俵 然 去 ラ ズ、項 部 硬 直 シ瞳 孔

開大 ス。 其 後幾 分病 勢 緩 和 セ シガ12日 二 至 リ再 ビ挫

頭 シ、盟 温 ノ・370--40℃ 間 二弛 張 ・y脹M共 二動 樒 甚

シ 〃、脊 柱 二沼 ヒテ座 痛 ヲ訴 へ四 肢 亦 タ敏 感 ナ リ。18

日 ヨ リ27日 二至;レ10日 間 ノ・極 盛 期 ニ シテ コ ノ間6同

ノ腰 椎 穿 刺 ヲ施 行 鉱且 ツ毎 日「ヂ ギ タ ミン〕加 「グ ル コ

ーv」 ヲ注 射 セ シ ガ、30、31雨 日2同 ノ腰 椎 穿 刺 ノ後

饅 温 、 脹搏 数 モ定 マ リ、8.月13、14雨 日更 二2回 ノ

穿 刺 ノ後 ノ・胴 膜 炎 症 状 ハ 全 ク澗 甦 シテ 再 套 セ ザ ルニ

至 レ リ。 其 後 肋 膜 炎 ノ症 状 再 ビ悪 化 セ ジ ガ、患 者 ・・ヨ

ク コ レニ耐 へ 、 翌1935年6月 退 院 ヲ許 可 サ レタ リ。
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第三章 絡括及ビ考察

上 二記載 セル2例 ハ共 二青 年 期 一=於ケル績 疲 性

結核性磯 脊髄 膜 炎 ニ シテ、 何 レモ連 績 腰 椎穿 刺

ニ ヨリテ治 癒 セル稀 有 ナ ル症 例 ナ リ。

第1例 二於 テハ幼 時 肋 膜 炎 ラ縄 過 シ約5ケ 年 ノ

後巖病 セル脊 椎 「カ リエ ス」及 ピ歴 迫 性 脊髄 炎 二

績褒 セル モ ノニ シテ、 ソ ノ縄 過 ハ前 騙 症 状 獲 來

(10月28日)ヨ リ諸 症 状消 退(12月23[1)マ デ

57日 ナ リ。 ソ ノ症 状 一 般 二 軽 度 一 シテ 膿 温 モ

37.60C以 上 一 昇 ラズ、 縄 過 比 較 的 長 期 ナ ル コ

ト及 ビ病 勢 ノ蜥 績 性 ナ ル コ トヨ リ考 フ レバ～ ノ

軽 症結 核性磯 脊髄 膜 炎 ト言 フ テ得 ベ シ。 而 シテ

4同 ノ腰 椎穿 刺 一 ヨ リテ治 癒 セル モ ノナ リ。

第2例 ハ鐘様 突 起 炎 ニ テ 入院 中肺 尖 「カ タル」ノ

診断 ヲ受 ケ、 肋 骨 「カ リエ ス」、 肋 膜 炎 テ経 過 シ

更 二本院 二入院 後 肺 浸 潤 テ登 見 サ レ、次 デ拶 脊

髄膜 炎 テ登 シ、 腹 膜 炎 ラ合 併 シ、 其 後 肋膜 炎 ハ

左右交 互 二増 悪 シ、 重 篤 二陥 ル コ ト撒 同 、 而 モ

不思 議 二輕 快 シテ退 院 セ シモ ノナ リ。 全 身 結 核

ノ経過 ハ非 常 二長 期 二亙 リ其 ノ間 各 部 病 攣 ハ交

互 二増 悪 シ又 輕 快 ス。 磯 脊髄 膜 炎 ノ経 過 日数 ハ

6月29日 ヨ リ8月15日 マ デ48日 ナ リ。本症 初

期 ノ高熱 ハ他 ノ凡 テ ノ解 熱剤 ハ奏 敷 セ ズ、「ク リ

オゲ ニ ン」0.39連 用 ノ1週 間 ノ ミ370C前 後 二

解熱 セ 鉱 コ ノタ メ多 少 貧 血 テ招 來 セ シモ腎 性

俘腫 ノ登現 等 ナ ク早 期 腰 椎穿 刺 ト相 挨 チ テ病 勢

ノ頓挫 二著 数 ア リ シナ ラ ン。要 之 本例 二於 テ モ

14回 ノ連綾 腰 椎 穿 刺 ハ卓 赦 テ現 セ シモ ノナ リ。

尚患者、 家 族 共 二温順 ニ シテ理 想 的病 院 治 療 ノ

行 ハ レタル コ トハ本例 ノ治 癒 二與 ツ テカ ア リ シ

ナ ラン。

結 核 性磯 脊髄 膜 炎 ノ豫 後 二就 テ

急性全 身粟 粒結 核 ノー 部現 象 トシテ ノ結 核 性 磯

脊髄膜 炎 ノ豫 後 二關 シテハ暫 ク措 ク。 績 叢 性結

核性拶脊 髄膜 炎 ノ 豫後 ハ 從 來 絶 封 二 不 良 トセ

ラル。余 ハ コ ・二余 等 ノ治 験2例 二就 テ観 察 セ

ル鮎殊 二血液 及 ピ磯 脊髄 液 所 見 ト本 症 ノ豫 後 ト

ソ閲係 二 就 テ少 シ ク述 ブ ル トコ ロア ラ ン トス。

1・ 赤 血球 沈 降反 慮 ト像後

赤 血球 沈 降反 慮 ハ結 核 二特 異的 ノモ ノー非 ザ レ

ドモ該 反慮 ガ肺 結 核 ノ油 動性 診 断 乃 至豫 後判 定

二1向ヒテ 亜要 ナル1質{直アル コ トハ既 二諸 塾 者 ニ

ヨ リテ確 認 サル ・ トコ ロナ リ。

策3表 赤血球沈降反 慮 ト像後

1

患 者30/60!120!

[

中等値

Il∬

⊥

B

一
c

下

治

癒

例

死

亡

例

小林氏

奈良氏

小野氏

村山氏

號病 前'『「4一Tf295

獲病 前20307318

號病 後10326513

治 癒 後7245510

駁 病 前458110843

壁 病 後399311343

號病 前458511344

13

一
33

一
32

26

一68

75

一
71

第3表 ニハ余 等 ノ症 例 二於 ル赤 血 球 沈 降 反 慮 テ

掲 ゲ タ リ。 今 治 癒 例 ト死 亡例 トテ比 較 ス レバ雨

者 ノ間 二登 病 前 既 二大 差 アル ヲ知 ル。 コ レ ヨ リ

見 レバ原 畿 結 核竈 二於 ル組 織 破 壊 ノ程 度 ハ或 ル

程 度 マ デ、 績 磯 スル結 核 性 磯 脊 髄 膜 炎 ノ豫 後 二

關聯 アル モ ノ ・如 シ。 叉 死 亡 例Cト 治 癒 例Bト

テ比 較 スル ニ、 前 者 ニ ア リテ ハ磯 脊 髄 膜 炎巖 病

後 二於 テ登 病 前 ヨ リ沈 降 速 度 檜 加 ノ傾 向 アル ー

反 シ、 後 者 ニ ア リテハ寧 ロ減 少 ノ傾 向 ア リ。 更

一B例 二於 テ治 癒 後 更 二速 度 減 少 セル テ見 レバ

本 例 二於 テハ磯 脊 髄 膜 炎 ノ績 展 二不 拘 、 全 身結

核 症 ノ病 勢 ハ少 シヅ ・衰 退 シヰ タル モ ノ ト考 ヘ

ラル。 要 之 赤 血球 沈 降 反 慮 ハ本 症 二於 テモ肺 結

核 二於 ケル ト同様 ノ意 義 テ有 スル ニ ア ラズ ヤ ト

思惟 サル ・ナ リ。

2.磯 脊髄 液 所 見 ト豫 後

結 核 性 磯 脊 髄 膜 炎 二於 ケ ル磯 脊 髄 液 ノ特 徴 ハ種

種 基 ゲ ラル レ ドモ、 ソi-E要 ナ ル モ ノハ液 巫 ノ

上 昇 、陽 光塵 、「フ イ ブ リ ン」凝 塊 及 ビ結 核 菌 ノ存

在 、 細 胞 増 多 症 等 ナ リ トス。 余 等 ノ4例 ノ経 験

ヨ リス レバ コ ノ中液 歴 ノ上 昇 及 ビ細 胞 檜 多 症 ノ

雨 者 へ 本症 ノ豫 後判 定 二當 リ或 ル 程 度 ノ指 針
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ト ナ シそ!}一べ噛1一モ ノ ・如 シ。

第4炎 脳rが 髄 液liJi・!Lト像 後

患

治癒例

死亡例

五

B

C

D

κ

小林氏

奈良氏

小野氏

村lll氏

穿刺lu鴫 灘 繋

生
14

12

一 ジ…

280

250

295

600A

1iEtli

糸IIIJI包躯ヒ

158

77

127

277
ヨ

第4ノ 《 覧ハ 余 樵 ノ症 例.一 於 ク ノレ踊 脊 髄 液 ノ最 高

初JWミ及 ヒrノ直 多ll寺ノ痢田j包敷 テ抽轟ゲ タ リ。 乍 表 一方昏
リ

テ'ilピC;・例Cハ 全身粟 粒 結 核 ナル チ以 テ ゴ レテ除

キ、 治 癒 例 ト死 亡 例 トニ於 ル最 高 初腰 ヲ比 較 ス

ル ニ、 治 癒例 一 ・'リテ ハ41i∫レモ300粍 水歴 ∴注

セザ ル ニ死 亡 例 ニ ア リ テハ600粍 水 腿 ラ超 エ タ

リ。 細 胞 数 二就 テモ爾 者 間 ∴ ハ大 ナ ル懸 隔 ア ル

テ見 ル。 爾 今後 多 数 ノ研 究 二俊 ツ ト難 モ、 液 巫

上 昇及 ビ細 胞 塒 多 ノ程 度 ハ、或 ハ本症 ノ豫後 一

封 シ重 要 ナ ル關 係 アル ニ非 ザ ル カ。

療 法 トシテ ノ連 績 腰 椎穿 刺 二就 テ

結 核 性 磯 脊髄 膜 炎 ノ治 療 二常 リ從 來 モ腰 椎穿 刺

ノ・推 奨 サ レ タ レ ド殆 ド封 症 療 法 ノ域 テ出 デ ズ。

上 記 余 等 ノ稀 有 ナ ル治 験2例 二於 テ最 モ有 数 ナ

リ シバ連 績 腰 椎穿 刺 ナ リ ト思 惟 セ ラル ・テ以.

テ、 弦 二本 法 施 行 二當 リ氣 付 キ シ貼 二就 キ記 述

セ ン トス。

第 一 二本 法 ハ叢 病 後 可 及 的 早 期 二施 行 ス ル コ ト

重 要 ナ リ。 コ レー ヨ リ初 期 ヨ リ諸 症 状 テ緩 解 セ

シメ從 ツ テ経 過 テ良 好 二導 クモ ノニ非 ズ ヤ ト考

へ 刀 レ。 故 二結 核 患 者 ニ シ ア突 如 高熱 テ搬 シ、

或 ハ頑 固 ナル頭 痛 、1嘔吐等 テ訴 フル ニ至 ラバ躊

躇 ナ ク腰 椎穿 刺 ラ試 畔ll}細ナ ル鵬 脊髄 液 検 査 ラ

ナ 人コ ト必 要.ナ リ。

穿 刺法 ハ成lll記 載 ノ女ロシ。 タb'往 々連 績 施 行 ヲ

要 人ル テ以 テ侮 回局 所 損 傷 テ最 小 ナ ラ シメ次 回

穿 刺 テ容 易 ナ ラ シムル ニ努 ムベ キ ナ リ。 穿 刺 ハ
● 側 臥位

一於 テ シ以後 モ同側 テ ト ラ シム臥側 ハ呼

吸 器 ∴於 ケル患 側 及 ビ患 者 日常 ノ臥位 テ考慮 シ

ナ決 定 スn穿 刺 ハ第3及 ビ第4腰 椎 間 腔 二於 テ

可 及 的 交 圧 二行 フ。 カ ク ス レバ 頻 回 ノ連績 施 行

モ困 難或 ハ不 可能 ナル モ ノニ ア ラズ。 ●

購 脊髄 液 ノ排 除=;1:=ハ別 ニー 定 セ ズ。軽 度 ノ液歴

上 昇 一 ア リ テハ 少量 ノ探 取 一 テ液 駆 下 リ從 ツテ

奏 赦 早 ク、300-600粍 水 歴 ノ如 キ高 キ初 駆 ノ場

合 ニハ20-40粍 テ排 除 シテ始 メ テ敏 ア リ。 要

ハ増 加 セ ル謄 脊髄 液 テ排 除 シテ胎 唾 テ正 常 値 二

近 カ ラ シメ以 テ驕 歴 壇 加 二因 ル諸 症 状 ラ軽 減 セ

シムル ニ ア リ。

穿 刺 同撒 二於 テ モ何 等 規 割 的形 式 テ定 ムル コ ト

能 ハ ザ ル ハ言 テ侯 タ ズ。 磯 症 駄 激 甚 ナ ル場 合 ニ

ハ毎 日連 績 施 行 スル モ毎 同 多 量 ノ排 液 テ要 スル

コ トア リ。 故 二頭痛 、 嘔 吐 等 磯 症 状 ノ輕 減 ヲ目

標 トスベ キ ナ リ.

本 法 ハ容 易 二施 行 シ得 ラ ル ・テ以 テ、結 核 性臓

脊 髄 膜 炎 ノー 療 法 トシテ弦 二推 奨 スル次 第 ナ リ。

第四章 結

(1)結 核性磯脊髄膜炎ノ治験2例 二就 キソノ臨

躰的経過 テ記述セリ.

(2)本2例 ノ治療 二當 リテハ連績腰椎穿刺ガ最

モ卓数 アリタルモ ノト断ズ。

(3)青 年期 二於ケル績壷性結核性磯脊髄膜炎ノ
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